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口Aquatiebot&ny. Elsevier Scientific Publishing Company， P. O. Box. 211， 

Amsterdam， The Netherlands. 年4回刊行.年間購読料(送料を含み)US$39.7 

水生植物を水園生態学の立場からとらえ，その基礎的研究，利用，保護などの面に編

集方針の焦点を合わせたユニークな雑誌がオランダの名門出版社 Elsevier Sientific 

Publ. Co.から発刊された。雑誌名を Aquaticbotany といい，編集委員長は海産種

子植物などの研究で名高い同国の C.DEN HARTOG教授である。既に創刊号が 1975年

5月に，続いて 1巻2号が6月に， 3号が9月に， 4号が12月に，それぞれ発行され

た。雑誌の性格を知る一助に，掲載論文の幾っかを次に記す。 1巻1号極地アラスカ

における水生植物のアンモエア吸収と蜜索含量:北西キューパにおける海産被子植物の

個体群生物量と代謝;紅藻ツノマタ属の 1種 Chondruscl・ispusのカラグーニン含量と

生態;海浜沼沢植物 Spergulariamediaの種子休眠と発芽に及ぼす要因;種子植物

Typha latifoliaの生殖生物学など。 1巻2号は海産種子植物の生態についての特集

で，ここには1973年にオランダで開催された InternationalSeagrass Workshopでの

発表論文9が掲載されている。

(筑波大学生物科学系千原光雄)
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著者は研究材料を主に淡水産緑藻に求め，細胞分化に関する諸現象を微細構造レベル

でとらえようとする細胞生物学者である。彼の研究の焦点は，細胞分裂および生殖の過

程，すなわち細胞内器官が機能的・構造的に最も活発に変化する時期にあてられ，電子

顕微鏡の様々な技術を駆使し，それらの変化の過程を，時間を追って，執劫と思われる

など丹念に追究している。それら一連の発達段階をおさめた900余葉にのぼる写真・図

のみごとさには感心させられる。視覚的な効果に基づいて配列された豊富な写真と図，

および豪華な装丁はまさに緑藻類の微細構造のアトラスと言ってよい。

本書は，前半の章において，これまでの彼の研究成果と，他の関連分野における諸学

者の最新の成果を加え主に淡水産緑藻類の代表群について細胞学的及び系統学的見地か

ら解説を行なっている。とくに最後の第8章 Evolutionand Cell Morphologyにも P

こまれている高等植物を含めての緑色植物の進化と系統に関する著者の見解は興味深

い。また有糸分裂の様式をもとにした独自な見解は一読に値する。

(筑波大学生物科学系原慶明)
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